
金
滞
官
瞭
志
血
管
サ
七

被
且
仰
付
二
拝
領
知
七
百
石
、
私
拝
領
知
三
百
石
、
引
合
千
石
成
被
昌
下

置
一
御
子
小
姓
に
被
a
召
仕
勺
同
十
七
年
御
役
人
混
成
、
高
治
二
年
之

幕
御
小
姓
組
被
v
成
侯
底
、
私
病
者
御
断
申
上
、
寛
文
八
年
十
月
御
役

人
御
菟
相
成
候
。

一

、

祖

父

佐

々

淡

路

守

信
長
公
・
秀
吉
公
・
権
現
様
h
御
奉
公
申
上
、
病
死
仕
候
。

一

、

外

祖

父

粛

藤

女

郎

右

衛

門

利
長
様
b
被
=
召
出
一
御
奉
公
申
上
、
八
王
寺
於
=
御
陣
所
-
討
死
仕
候
。

一

、

父

.

佐

々

藤

右

衛

門

利
長
糠
御
代
被
=
召
尚
一
御
奉
公
申
上
、
隠
居
仕
罷
有
内
病
死
仕
候
。

一

、

従

弟

霊

-m調
停
w

肢
に
部
有
特
佐
々
勘
左
街
門

一
、
同
土
思
偲
岡
崎
出
品
に
盟
何
倍
。
佐
々
孫
左
街
門

一
、
小
男
木
多
出
品
目
築
来
一
篠
井
源
五
左
衛
門

一

‘

惣

領

之

せ

が

れ

歳

三

拾

一

佐

々

孫

助

一

、

衣

男

裁

二

拾

一

佐

々

卒

五

郎

一

、

三

男

歳

十

同

久

三

郎

一
・
、
私
生
園
金
揮
に
而
御
座
候
。

右
之
外
御
園
・
他
国
共
に
親
類
縁
者
無
a
御
座
-
候
。
以
上
。

十
一
歳
な
る
幕
、
由
緒
岐
に
て
知
ら
れ
け
り
。
青
地
磁
幹
の
可
観
小

誌
に
載
せ
た
る
も
、
凡
そ
十
要
抜
書
と
同
じ
。
宮
田
景
周
の
下
事
老

談
に
一
民
ふ
ο
先
組
よ
り
僻
来
の
品
品
川
島
よ
び
父
母
の
遺
品
を
取
散
ら

す
事
、
是
先
祖
盛
父
母
の
心
を
蔑
に
す
る
も
の
に
て
、
子
孫
に
は
あ

ら
で
却
て
仇
也
。
仮
令
身
は
極
貧
民
至
り
、
家
に
四
壁
を
た
つ
る
と

も
.
か
L
る
重
器
叉
は
武
具
た

E
失
は
ざ
る
は
士
の
本
意
た
り
。
延

寅
年
中
佐
々
、
王
殿
千
石
の
士
危
り
し
。
英
大
の
借
銀
に

τ、
家
宅
は

皆
朽
破
る
れ

E
も
、
是
を
修
援
す
る
銀
も
た
く
、
雨
天
に
は
聞
の
う

ち
か
ら
笠
を
さ
し
居
る
弟
怠
り
し
故
、
松
雲
公
そ
の
放
呼
に
て
勝
手

を
取
失
ふ
を
怒
ら
せ
給
ひ
、
村
井
藤
十
郎
宅
に
て
切
腹
被
v
命
。
死
後

家
財
を
改
む
る
に
、
千
石
の
知
行
賞
り
の
武
具
美
三
蚊
そ
ろ
へ
、
且

共
具
足
植
之
内
に
金
五
十
雨
を
牧
め
、
共
外
家
士
の
渚
料
に
も
各

一
一
・
三
爾
宛
金
子
を
差
添
置
き
た
る
よ
し
。
是
ら
貧
に
及
ぷ
と
も
‘

士
道
を
守
る
志
感
宇
ぺ
し
。
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
佐
々
の
後
長

谷
川
内
匠
も
千
石
賜
は
る
庭
、
困
窮
設
し
、
元
総
四
年
三
月
越
中
大

浦
へ
在
郷
被
v
命
、
三
十
口
賜
は
り
、
寅
永
四
年
五
月
被
一
-
召
涯
一
千
石

如
v
元
賜
は
り
、
馬
掴
組
と
成
り
、
周
年
八
月
渡
す
と
あ
り
。

O
長
詩
人
梅
村
宗
祭
侮

金
滞
吉
原
志
巻
廿
七

四
O 佐

々

延
質
五
年
三
月
十
日

主

殿

$IJ 

粛

藤

中

務

殿

丸
里
先
左
衛
門
殿

按
・
?
る
に
、
寛
文
十
一
年
の
士
幌
に
、
千
石
馬
廻
組
五
十
歳
佐
々
主

殿
と
あ
り
て
、
延
貸
五
年
は
五
十
六
歳
也
。
演
香
山
井
の
十
要
抜
書

に
云
ふ
。
延
費
六
年
九
月
廿
六
百
御
馬
廻
組
千
石
佐
々
主
殿
儀
千
石

之
身
上
に
而
二
百
貨
目
之
借
銀
有
v
之
、
拝
借
之
筋
立
不
v
申
候
。
組
頭

願
之
趣
承
届
不
v
申
に
付
、
御
横
目
迄
寄
付
を
以
相
願
候
慮
、
組
頭
を

指
越
相
願
候
儀
不
届
被
=
思
召
一
主
殿
儀
村
井
藤
十
郎
へ
御
預
貯
、
嫡

子
孫
助
は
前
田
高
之
助
へ
、
次
男
左
平
次
は
加
藤
阻
害
へ
、
三
男
卒

五
郎
は
葛
巻
十
右
衛
門
へ
御
預
け
被
v
成
。
但
し
加
藤
間
書
は
江
戸
表

水
戸
殿
へ
、
御
香
禽
之
御
使
者
被
a
仰
渡
-
K
付
、
左
平
次
儀
前
回
虎
之

助
b
御
預
け
替
相
成
、
同
十
月
十
日
父
子
四
人
共
各
於
=
子
御
預
所
-

切
腹
被
邑
仰
付
刊
一
這
而
家
宅
閥
所
に
而
土
蔵
相
改
有
v
之
島
、
武
具
・
馬

具
美
々
致
、
自
分
之
着
料
は
不
v
及
v
申
候
、
家
来
之
具
足
等
一
領
に

金
子
五
雨
宛
入
置
候
由
。
共
時
之
組
頭
は
不
破
卒
左
衛
門
に
而
有
v
之

哉
、
遁
而
可
v
考
。
と
あ
り
。
按
・
宇
る
に
、
右
次
男
左
卒
次
は
幼
名
平

五
郎
が
事
也
。
叉
三
男
平
五
郎
と
あ
る
は
久
三
郎
が
事
に
て
.
今
年

宗
策
は
、
金
海
草
創
以
来
の
長
持
人
民
て
、
木
J

新
保
荒
町
に
居
住
せ

り
と
。
可
視
小
設
に
云
ふ
。
金
津
城
下
荒
町
に
住
す
る
梅
村
宗
柴
と

-E
ふ
者
冷
一
泰
一
安
十
一
月
晦
日
渡
す
。
一
苅
和
年
中
之
生
に
而
豆
一
一

拾
歳
許
と
一
宮
ふ
。
竹
岡
市
三
郎
殉
死
之
時
、
介
錯
之
手
停
仕
者
に
付
、

竹
岡
掃
部
よ
り
も
扶
持
せ
る
也
。
享
保
十
三
年
以
来
扶
持
米
を
賜
は

る
。
愚
按
に
、
元
和
元
年
乙
卯
の
生
に
し
て
も
百
十
七
歳
也
。
と
い

へ
り
。
叉
飛
耳
襟
鍬
に
一
宮
ふ
。
梅
村
宗
柴
は
、
津
田
被
卒
譜
代
之
家

来
梅
村
小
十
郎
之
先
祖
也
。
外
療
を
も
心
得
て
、
需
め
に
感
じ
施
療

す
。
百
三
拾
一
裁
に
て
死
す
と
、
小
十
郎
の
家
停
也
。
百
十
七
歳
の

時
書
け
る
歌
の
掛
物
、
菩
提
所
卯
辰
蓮
昌
寺
に
あ
り
。
能
筆
に
て
批

強
な
る
筆
勢
也
。
共
の
お
。

あ
ら
玉
の
年
た
ち
か
へ
る
あ
し
た
よ
り

鴛

ま
た
る

L

も
の
は
鴛
の
聾

百
十
七
歳
梅
村
宗
柴
翁
番
之

荒
井
和
平
停
鏡
花
云
ふ
。
和
平
父
荒
井
仙
左
衛
門
、
先
々
代
よ
り
荒

町
に
久
敷
居
住
之
由
。
故
に
先
々
代
よ
り
承
停
に
は
、
大
坂
陣
之
節

宗
柴
二
十
歳
に
て
出
陣
之
由
。
夫
れ
に
付
色
々
哨
之
事
ど
も
間
停
へ

の
儀
を
仙
左
衛
門
哨
也
。
慶
長
十
九
年
大
坂
障
の
時
二
拾
歳
怠
れ

在
I=P 

四




